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                            （熊本県精神保健福祉センター） 

 

いくぶん暑さもやわらいでまいりました。夏の疲れが出やすい頃ですが、みなさまお変わりありま

せんか。今回は、８月に開催しました講演会の様子や、ご遺族のメッセージをご紹介いたします。 

 

 

８月１３日の熊日新聞に掲載されました（上）。同日の朝日新聞にも掲載されました。 

 

 

 

７月２８日の“かたらんね”には、６名のご参加がありました。メッセージをご紹介します。 

今回も初めて参加された方が多く、いろいろなお考え、ご意見をお聞きして脳に良い刺激にな

りました。初めて参加された方が増えることも良いことだと思いますが、以前お会いした方が参

加されていないことも気にかかります。お元気でお過ごしになっていられるといいのですが。 

   常に感じている孤独感から、少しずつ救われていく気がします。伝えることの難しさ、大切さ

を、あらためて考えました。 

 

 
『平成 23年度自死遺族支援講演会』を開催いたしました 

 

８月１２日、県立大学にて、「大切な人を自殺で亡くす子どもたち～遺児への理解と対応」

という題で、NPO法人自死遺族支援ネットワークＲｅ代表の山口和浩さんにご講演いただき

ました。当日は、医療・福祉・行政・教育関係者 200名以上が参加され、中にはご遺族でも

あるという方もおられ、熱心にお話に聴き入っておられました。遺された子どもたちへの適

切な情報提供と、“遠慮ではなく配慮する”という関わりが必要とのお話が、特に学校の先生

方にとって大きなメッセージとなったようです。また、アンケートでは、参加動機として「こ

れから支援にたずさわる可能性があるから」を挙げた方が最も多く、ひとりひとりが自死に

ついて身近なこととしてとらえていることがわかりました。今後も、さまざまな方面への啓

発に努めていきたいと思います。 



あとがき 

担当の増永です。講演会やかたら

んねのことを新聞に取り上げてい

ただいたので、関心を持たれる方や

参加される方が増えるのでは・・と

期待しています。メッセージにもあ

りましたが、新しい方も、一度参加

された方も、お会いできることを楽

しみにしています。 

 

 

【開催日】H23年９月２２日（木曜日） 

【時 間】14時～16時   

【場 所】熊本県精神保健福祉センター  

２階 セラピールーム 

 

※事前予約は不要です。 

当日会場へお越しください。 

【お問い合わせ先】 096-386-1166 

“かたらんね”が熊日に紹介されました（８月１６日付） 


